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理数アカデミー 「私の夢・過去・未来」発表会 
１１月１３日（木、県民の日）に開催された理

数アカデミーの発表会を紹介します。この発表会

は、今年で４回目になります。理数アカデミーの

受講生と講師が４分間の持ち時間でポスターセッ

ションを行います。発表者の受講生１２名は２、

３年生（理科クラス・数学クラス）で、今現在の

自分の夢や将来の職業などを発表していました。

（当日、部活動等の関係でポスター発表のみの受

講生もいました。） 

理数アカデミーを受講しているので、科学的な

分野の職業を目指している生徒が多かったのですが、警察官・

犯罪心理学者・民族学者・建築士など、発表を聞いているとそ

れぞれの夢やなりたいものの背景が分かり、とてもすばらしい

時間を共有できたと思います。４分という持ち時間は生徒たち

にとっては長く、用意した内容がすぐに終わってしまい、その

後はアドリブで自分の思いを述べている生徒もいて驚きました。

自分の思いを多くの人たちの前で瞬時に表すという事はとても

難しいことですが、自分の言葉で自分の思いを堂々と述べてい

ることに感心しました。講師発表では、１０名の講師陣が、思

い思いのポスターを展示し、子どもの頃の様子や就職のこと、

興味関心を持って取り組んだこと、自分として積み重ねてきた

業績などを述べていましたが、とても４分間では発表しきれな

く、進行係の「時間です。」という言葉に促されて、話を終える状況でした。受講生は、講師陣の職業観や受講生

へのアドバイスにうなずきながら聞いている様子が見られ、何かヒントになるものを掴んでいったのではないか

と思いました。受講生へのメッセージで多かったのは、人との出会いを大切にすることや仲間を増やすこと、夢

を持つことの大切さ、夢に向かって努力すること、いろんなことが勉強になることなどです。これらは、講師自

らが歩んできた人生を振り返って感じた大切な重みのあるメッセージではなかったかと思います。 

 また、講師の発表の中に「インタフェイスを考える」という内

容がありました。インタフェイスとは、情報のやりとりを仲介す

る仕組みのことを言います。人が話をするときに、相手に話が通

じるための大切なこととして、 

① 使う言葉は、お互いに通じ合う言葉 

② 話の内容は、お互いの共通の内容 

③ 話のレベルは、お互いが理解し合えるレベル 

④ 声の大きさは、お互いが聴き合える大きさ 

⑤ 話す速さは、相手が聞き取れる速さ 

を強調していました。今回の発表会の話し方そのものを、受講生

に知ってほしいという事で、講師自ら、模範的に発表している姿がとても印象的でした。 

 今回発表しなかった1年生も含めて参加した受講生は、お互いがそれぞれに将来に対する考え方や夢を語り合

うことで、他の友達の考え方を知ったり、講師の方たちの歩んできた道のりの中でのアドバイスにうなずいたり

と、間違いなく、これからのキャリアプランに参考になったことが多くあったと思います。私自身、今回初参加

でしたが、この手法は、学校現場でのキャリア教育に生かせるのではないかと考えます。 

 なお、午後は「テーマ研究発表会」が同様なポスターセッシ

ョンで開催され、テーマ研究受講生１４人全員が５ヶ月の研究

成果を７分で発表し、活発な討論が行われました。 
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